































彼の著した 『妙法蓮華経績述』 （以下、 『績述』）十巻は、長らく散逸したと
思われていたが、本誌第15号の拙稿 「紀国寺慧浄の『法華経績述』考 (1）一
一新発見の史料をもとに」（以下、前稿）において明らかにしたように、 『績述』
は現在、韓国にその一部が刊本 〔①宝物第206号 ・②宝物 第1468号〕 として
現存している。
また筆者は、スタインコレクションの敦燈文書のなかから『緩述』を適宜に
抄出している写本〔③ ［S.6494］・『妙法蓮華経論義』（以下、 『論義』）〕 を発見
し、前稿ではその一部（全495行中243行まで）の翻刻を公開した。
当該写本、すなわち 『論義』は、未だその存在の確認されていない『績述』








『績述』 巻 五 -・ 七・八 九・十ノ、
口 四～六 不明 不明日口
有無 （状態） ① 存 （上） 欠 ② 存 （下） 欠 欠
『論義』 ③存 ! 
総合 ， ’• 4寸.
① 松廃寺聖宝博物館所蔵 『妙法蓮華経績述』巻一・二 「序品」第一。 1963年l月21
日に韓国の宝物 第206号に指定されている。画像データとテキストデータとが 「国
家記録遺産ホームページ」〔http://www.memorykorea.go.kr〕に公開されている。
② 松廃寺聖宝博物館所蔵 『妙法蓮華経績述』巻五 「欝H食品」第三、同巻六 「信
解品」第四～ 「授記品」第六。2004年に発見され、 2006年4月28日に韓国の宝物 第
1468号に指定されている。筆者は2010年5月26日に画像データを入手・翻刻掲載許
可を取得している（I）。




(T.85 no.2752・以下、 『問答』） や九世紀頃までの法華章疏を網羅的に引用し
ている栖復 （CE.-879）の 『法華経玄賛要集』（SZ.34no.638・以下、 『要集』）
などに多数の引用が確認できるため、これらの史料をもとにある程度までは輪
郭を掴むことができると考えられる（2）。








・翻刻史料 本文の 『論義』は 『敦煙賓歳』第47冊に収録 （422-434頁）さ
れている影印を、 また、 註の 『績述』は発見当時に撮影された画像データを
使用した。
・翻刻原文 一 漢字は既刊書との比較検討の便宜をはかり可能な限り旧字体を










箇所）。〔以下 『論義』 のみ〕［ ］ー一筆者による誤字・脱字の補填。｛…｝ 一







































































































P.15 295(22) : R次レ故。醤師示現。浬繋無上。九事得成並由経力具須讃述
P.15_296(23）：令物鑓仰［故］線。⑩（！日告会残多レ惰羅示現。勝妙力無上。飴残二
義。一上










































































































































































































































p .22_ 422 (25）：荷櫓而呈功。行歩平正者。牛則不隔夷険高下一切平行。悲則不
P.22 423(26）：限怨親［是非］一切平等観。其疾如風者者。量生人之悲仮作心而去
選。 如来
p. 22_ 424 (25）：之悲住自然不遠去速。又多僕従市侍衛之者。僕従而衛之者。
(81)僕
p. 22_ 425 (24）：従調衆魔外道。経日。衆魔外道皆吾侍也。明）而生三界朽放火宅






































































































































































































なわち、 「序品」の末尾から 「醤日食品」の半ばまでの抄出である 『論義』 との
対比において、 全103問答中、 20問答（山）（二割程度）が 『論義』に見出される
ことから『績述』の末註であることが明らかとなった『問答』では、経典・論
書からの引用文例の場合、 『績述』や 『論義』 に比してより詳細に示される例
が多L、。つまり、典拠の再確認が行われた形跡がある。






































⑨ 失 慧芸評撰『詩英華』 ー峡十巻〔『績高僧侍』〕
⑩ 存 慧序述『妙法蓮華経績述』十巻（Kor.206・Kor.1468)
抄出 ：［S.6494]（前稿 ・本稿）




⑫ 失 慧浮 『勝霊鰹疏』〔『績高僧侍』〕
⑬失慧浮述 『仁王般若疏』二巻 〔『法相宗章疏』〕
⑭ 存恵美F撰 『温室経疏』一巻 （［S.2497］・T.85no.2780) 
類同： ［S.3047］・［S.3881］・［上図068(812510)] 
⑮存慧浮撰『［孟蘭］盆綬讃述」 一巻 （［P.2269］・T.85no.2781) 





































































( 2 ）とくに 『要集』は、従義 （CE.1042-1091）撰『天台三大部補注』巻第五に 「経云
諸修行 慈恩云行字去室主今謂準義雄然日産須平主主。 記云他人於此背!El~三門 大唐之
時嘉祥紀園安図書主恩等並有法華疏l故有此説今既不侍難箆尋索下文多有指他之言準
斯可識若輿慈恩而緋得失臨文一一引示。」（SZ.28no.586 p.229b, ll.5-10）とある










~n大型定大教弘大記園大事頼。 故日。 i准以一大事因縁故出現於世。 －H吋治者。 調



























「彼＝後③⑩」 【T.26p.8胸l註＠】 「密＝蜜⑧」 【T.26p.8脚註＠】 「説＋（此）②⑧」
(T.26 no.1519 p.Sb, 1.1 -p.Sc, 1.10）に対応する。ただし、 『綴述』・『論義』・『問
答』では 『法華論』の七種笹喰中、 三、雲雨響喰の名を薬草響［喰］に改める。ま
た、 『法華問答』に 「(15/3-1)笹口食品二十二燦 問。論説十種釣治及十種無上名
( 59) 
紀国寺慧浄の 『法華経績述』考（2)（金）


















(T.85 no.2752 p.203c, 1.24 -p.204a, 1.1)とほぼ一致する文例が見られる。
( 6）『妙法蓮華経制』巻第五に 「第二求醐入者。m噛組ム。如来方便於一関
三。 皇盟主翠主輿1iJI；等放名ー岡坦。塑壬堂土。初家少償不悟昔貧。後獲大貸方知l




( 7) 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第三求大乗人者。 ~fl菩薩穏性人。 敬雄一味等被三
盟意立機三而偏執一放亦名一向倒。墾重量主。二些主盟国主両面令知根別破其ー
迷。故局参J治。」 （Kor.1468p.4 lv, 1.5-7）とある。また、 『法華問答』に 「（51)
問。薬草日食品明何義 答。薬草日食品中針治求大乗人一向到此。是菩薩種性人。敬





故潟封治。」（Kor.1468p.4-lv, 1.7 10）とある。また、 『法華問答』に 「（56）問。
( 60) 
紀国寺慧浄の 『法華経績述』考（2)（金）
化城町命中明何義 答。 明封治有定之賀無而有増上慢。 ~p凡夫有漏定質非浬祭。 於
中妄起生浬祭相故名~径lj。 以権立化城進近令違故。 論云。 TH庶有増上慢人。 以有




( 9 ） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第五無定入者。 ~p退菩薩性人。 習道不進忘音大善
修主亜壁。並宣盈車。撃聖堂土。丞主主墜圏監il塁。数人三昧令憶昔善。並室主1






(10） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第六有功徳入者。 ~ll有筆致問人。 断少煩悩故有功
徳。大乗態取反取小乗。故名取非。解珠瞥中。前賜回宅後輿I珂珠。前賜小泉後輿
大集。故主主主せ治。」（Kor.1468p.4-lv, l.12 15) とある。また、『法華問答』に
「（66）問。云何名有功徳人 答。是有準設問人。断少煩悩故有功徳。解珠筈中。
前賜由宅明輿小泉。後賜明珠輿大衆故篤婆I治論云。有功徳人説大乗法。而非大乗












有大乗無有二乗。 ~破世｜昔Jl里祭典。 放説世間浬紫平等。 以多賀入浬幾世間浬梁平


















函fiffi亙ヨ1ft~晶 一塁盟上。 霊亙萱盟。 巨亙届巨童画璽困
里。班長力無上。問主瞥園。圃鋼然。撃墜醤盟 。盟主位 。盟 主
現。六設無上。解珠閤示現。七教化力無上。踊出菩薩示現。八菩提無上。詩量示
現。 九浬祭無上。 瞥師笹示現。 十勝妙力者l~上。 自余残修多縫示現。 J (Kor.1468 p.5 
2r, 1.12・p.6-2v,1.5）とある。引用文中、「論日十無上」とは、『妙法蓮華経憂i皮
援会』巻下の 「如来設言不離我身是無上義。一切聾閉店宇支仰等二乗法中不説此義。





















＠】 「踊二涌②⑧」【T.26p.9脚註＠】 「膝＋（化）②③」【T.26p.9脚註＠】 「命常＝





(14）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「案時雨既｜峰。 g~草木滋AA法水亦流。 ~p道芽使愛故。




現塔示現。 ~土無上。 脱入~土~ll堪聞大法故。 次解珠示現。 説無上。 ｛弗有堪能受
者。必益故。次踊出示現。教化力無上。物調如来成仰甫述何得。門徒道亜玄極。
若不遠申越算無以桧彼情疑故。次器量示現。菩提無上。或｜笥仰誇謀長便生怠慢所
以。 権須唱滅以告難途故。 次j~師示現。 湿繋無上。 九事得成並由経力具須讃述令
物銭仰故総。徐残修多羅示現。勝妙力無上。」 （Kor.1468p.6 2v, l.5 p.7-3r, l.3) 
とある。
(15）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「徐残二義。一上残。二下残。上残。謂十治九無上。






















節。一身子領解。二係人未解。 身子領解。 Vi開別記之端。 餓人未解。 ~p生通記之
野。 初即答縁起。後即正響義。領解三重。一身子領解。二如来授解。三人天供解。
領解先序説。後頒説。序説雨重。ー現相。二述心。」（Kor.1468p.7-3r, l.6 -p.8-3v, 
1.10）とある。引用文中、 「化城品云」とは、鳩摩綾什訳 （CE.406）『妙法蓮華経』
「化城H食品」 の 「我滅度後。 復有弟子不問是経。 不知不~菩薩所行。 自於所得功
徳生滅度想。嘗入浬祭。我於官事図作仰。更有異名。是人難生滅度之想入於浬集。
而於彼土求併智慧。 得間是経。 l幣以例乗而得減度。 吏111€係乗。 除諸如来方便局説法。」





②」 【T.26p.9脚註＠】 「記＋（際化遊間是大）②」 （T.26no.1519 p.9a, l.16-20) 
に対応するO ただし、『績述』・『論義」の本箇所では 『法華論』の増上慢主主聞に
l閲する記述は見当たらなL、。








「勇＝踊②③⑮」 【T.9p.10脚註＠】 「授ニ受②③⑩（教乙）」 【T.9p.10脚註＠】
「橡＝預己＠⑩」 【T.9p.10脚註＠】 「常＝嘗②’」 【T.9p.10脚註⑪】 「是＝然⑩」











































(Kor.1468 p.12 5v, 1.15 p.13 6r, 1.2）とある。また、吉蔵 （CE.549-623）撰
『法華義疏』巻五に 「身意＠泰然快得安穏者＠変悔塞心所以不泰疑搭其慮故不安穏
也。」 【T.34p.513脚註⑪】 「泰＝太（聖乙）」 【T.34p.513脚註⑪】 「［愛悔ー …・安穏






(T.9 no.262 p.lla, 11.10-11）とある。
(35）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「偶云。我本著邪見者。受邪数篤外道弟子時。局諸
党志師者。縛邪道局外道師主時。世尊知我心者。邪機動善根成熟時。盟理童画
園。 胆融堕生盟。 些盟園子~盟担壬。 区画盈統盟主。 理韮亙宣
汝見非常之人。 勿炭説法馬宿後逢身子。 略説三諦。 彼獲初果。 ~~此｛島義。」
(Kor.1468 p.15 7r, 1.12 p.16 7v, 1.2）とある。
(36）『妙法蓮華経』「密検品」 に 「初間仰所説 心中大驚疑~寄非魔作例悩簡L我心耶」




得解。」 （T.9no.262 p.l2b, 1.12-13）とある。
(39）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「智者~~四大設問等。 彼雌未能忘言以悟旨。 或可虚







(42） 『妙法蓮華経』「容検品」 に 「舎利弗。 若園邑薬務有大長者。 其年。衰遁財官事~量。
多有国宅及諸｛童僕。其家康大。l惟有一門。多諸人衆。一百二百乃至五百人。止住
其中。堂閣朽故1音壁＠隙落。柱根腐敗梁棟傾危。＠周匝倶時欽然火起焚焼舎宅。長





富＝衰返財過＠」 【T.9p.12脚註＠】 「附＝頚⑩・」【T.9p.12脚註＠】 「周＝週⑩」
【T.9p.12脚註＠】 「火＝大＠⑨」（T.9no.262 p.12b. ll.13-23）とある。
(43）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「5Jlj而言之。自有凹義。一有名。二有位。三有年。
凶有財。図邑楽落・此顛有名園潟大慮。邑矯中慮。爽落篤小慮。長者之名・子三
慮。 故是有名。 長者三慮。 ~p壁坦亙二旦。一塾生旦。 同三千世界箆境界。 此篤小




身。 図~大庭響如来智慧境。 以一切世界筋境故。 邑~中庭醤如来有11通境。 以十億
三千界~境故。 表落主主小慮瞥如来説法境。 以三千大千世界篤境」 （T.85 no.2752 
p.200a. l.2-8）とほぼ一致する文例が見られる。





是j畑 。因説得慮。｛業制管人。踏 切 。閏醤九定。建立。九定盟副
回。三空鋲神如宅。此謂功徳田宅。非火宅也。」 （Kor.1468p.29-14r. ll.12-15）と
ある。









支等訳 『十地経論』巻第八に 「絞日。是菩薩作是念三界庶妄但是一心作。」 （T.26
no.1522 p.169a. 1.15）とあるように、 『十地経』のことを指す。引用文中、 「哲大
衆論」とは、例陀扇多訳 『磁大乗論』巻上の 「一切諸法家彼識一切種故設局














卜使篤通因。 十業道矯別因。 十使一一起十業。 十使乗十業。 ~ll有百業。一道有一
百。五道即五百。但人天以十善局一百。三塗以十悪銭ー否。斯篤異耳。」












法師以五道篤五百。三途篤三百。 人天二百mi五百。 井此以宗三類不同。 地意~ll同」
とある。
(50） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「止住其中者。 ~ll五道種子。冥伏在阿君喜耶識中也。J
(Kor.1468 p.31-lSr, l.4 5）とある。
(51)『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「圏日。堂閑朽故至梁棟傾危者。第三次明感意。有
二。一篤宅宇終傾。二銭宅火正後。 宅宇磐衆生五陰。 宅火響衆生三毒。 宇~寄傾故
















(53） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「経目。 長者諸子至在此宅中者。 第四明慾境。 境~fl
三十子。一十筈菩薩根性。二十轡縁究根性。三十響聾問根性。問。但言三子足聖書
三乗性。今言十者有何意耶。答。三乗各行十善。 而成性故皆言十。故；傍伽説。有
五種十善人天及三乗。」（Kor.1468p.32 15v, ll.10 14）とある。引用文中、 「梼伽
設」は典拠不明。
(54）曇無識訳 『大般浬祭経（北本）」 巻第二十九に 「云何非l喰。主l我昔告波j折匿王。大
王。有親信人従凶方来各作是言。 大王。有凶大山従凹方来欲害人民。王若聞者嘗
設何計。王言。 世尊。 設有此来無逃避慮。 ＠惟嘗専心持戒布施。 我~p讃言。善哉
大王。 我説四山~p是衆生生老病死。生老病死？古来切人。 云何大王。 不修戒施。 王
言。 世尊。持戒布施得何等果。我言。大王。 於人天中多受快楽。王言。 世尊。尼
拘陀樹持戒布施。亦於人天受安隠耳［lo我言。 大玉。尼拘陀樹不能持戒修行布施。
如其能者別受無臭。是名非喰。」 【T12 p.536脚註＠】 「村上＝I喰＠③下同」（T.12
no.374 p.536c, l.8-18）と、同箇所が恵厳等訳 『大般浬紫綬（南本）』巻第二十七
にも 「云何非l喰。如我昔告波野f匿王。大王。 有親信人従四方来。各作是言。 大王。
有四大山従四方来欲害人民。王若問者常設何計。王言。 世尊。設有此来無逃避慮。
＠唯笛専心持戒布施。 我giJ讃言。善哉大王。 我設四山 ~p是衆生生老病死。 生老病
死常来切人。云何大王。不修戒施。玉言。 世尊。持戒布施得何等果。我言。 大王
於人天中多受快楽。王言。 世尊。尼拘陀樹持戒布施。亦於人天受安楽＠耶。我言。
大王。 尼拘陀樹不能持戒修行布施。如其能者則受無異。是名非I食。」 【T12 p. 781 




~p生老病死。 此四是衆生重猶。 故以響山。 生潟東南。 老篤南面。 病筋商面。 死矯





面。老篤南面。病気西而。死鏡北面。」 【T.34p.523脚註⑪】 「［響］ （聖乙）」【T.
34 p.523脚註⑪】「［今］ー ⑧，（民警）＋今（聖乙）」（T.34no.1721 p.523a, l.16 18) 
とほぼ一致する文例が見られる。また、 『法華問答』にも 「(17/33）問。長者見
是大火従四面起。大火磐何法。四面饗何法 答。大火答苦健。謂苦苦壊昔。四国
醤苦具。 調生老病死。 如来以他心智知衆生三苦之火。 従生老病死而~故。言従四
面起。 生局東面。 老~南面。 病~西而。 死箆北面」（T.85 no.2752 p.200a, l.8-13) 
とほぼ一致する文例が見られる。
(56）『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「卸大驚怖者。旦血盟E嗣畏子被闘怖。時担
来大智。怖警如来大悲。」 （Kor.1468p.33 16r, Ll.3-4）とある。また、 『法華義疏」
巻五に 「~jl大驚怖者第三明驚怖。 ｝］ lj後三十子而言者。 普経受化不店長致火。 故驚。
迷著苦境恐慧命1寄議成一間提。所以怖也。通就六道衆生務者。一往恒樗日驚。定
知是可畏之事町ヰ怖。醤慈心一往興祭＠稿驚。 次起悲＠心抜苦~1布也。」 【T .34 p.511 
脚註＠】 「檎＝秤（聖乙）’」【T.34p.523脚註＠】 「［心］ー ⑧」 （T.34no.1721 
p.523a, 1.18-23）と類似する文例が見られる。また、 『法華経玄賛要集』には 「言
悲生日食長者。 長行経言。 ~jl大驚怖。 紀園云。 驚入火宅。 身業起福。 方宜救済。 欲
陳八苦之言。 令無焼害。使絶五燐之痛。問如来有十力四無所畏。如何有驚。答倒
見衆生有音。起悲心救済名驚。驚即悲也。即同方使品。篤是衆生故。 而起大悲心。
~jl如来報身上。 大国鏡智。 聖書成所作智。 起化身。 託質摩耶夫人。 右脇市誕。 名驚
入火宅。」（SZ.34no.638 p.714c, 1.15-21）とある。
(57）『妙法蓮華経繍述』 巻第五に 「経日。而作是念至安隠得出者。第六感力。所焼之













何篤失。但東西＠走戯視父市巳。」 【T.9p.12脚註＠】 「我＋（雄）⑩」 【T.9p.12脚
( 70) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述』考（2)（金）
註＠】 「机ニ凡＠＠⑮」 【T.9p.12胸l註＠】 「喰ニ諭⑧」 【T.9p.12脚註＠】 「走戯＝
馳走⑮」（T.9no.262 p.12b, l.23 -p.12c, 1.4）とある。
(60）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「身手有力者。身醤如来定力。手笹如来慧力。依制
定後五通現妙相之身。 ~p定有力。 依智慧用四鮮野正法之手。 mi慧有力。 故合響中
云。有大神力及智慧力也。賞以衣械及以相L案者。衣械額三十二相。机案顕平等大
慧。従合出之者。依定力現三十二相令其生信。即以定力出之。依慧力讃平等大慧
令其生智。 ~p以慧力出之。」（Kor.1468 p.34-16v, 11.3-9）とある。また、『法華問
答』に 「（21/3-7）問。賞以衣械若以机案従会出之。衣械机案各警何法 答。衣
械響甚深蹄定。相L案醤平等大窓。開定能起三十二相。令物至信大恵能設力所畏。
今物生智。以此二用従合出之」（T.85no.2752 p.200a, 1.29 -p.200b, 1.4）とほぼ
一致する文例が見られる。
(61）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。復更思惟至而復狭小者。第二観門小狭。一
門者。 官事解以一乗数第一門。 不容縁究潟狭。 不容主主聞篤小。 若爾~p二乗之人。 不
得出於聞外。或日。一乗之門。不容三有善根。放日。狭小。若爾一乗之車。不載
三有善根。 ~p其車不得高腕。 今依~明緩利経。一門者。 調法性門。 案唯一例数立
法性。破人性故言一門。三歳数中。不令二乗肢度衆生魚狭。不令求大菩提篤小。」
(Kor.1468 p.34-16v, 1.9-15）とある。引用文中、 「省解」は典拠不明。ただし、
『法華経玄賛要集』巻第五に 「言復云唯有一門等者。間大乗寛底。何言狭小。答
如大海雌寛。不宿死屍。亦名銭少。今者大乗車非究。不容主主問。名之主義狭。不容縁
覚。名之:i;s少。」 （SZ.34no.638 p.281b, l.6-8）と 「省解」の説にほぼ一致する文
例が見られる。また、引用文中、 「無明緩剃綴」は典拠不明。智昇撰（CE.730)
『開元線数録』巻第四に 「無明緩華lj集一各 （亦云無明経剃経或二袋） 右二十部
六十五各。並是見入裁経。似是秦時害事出（数本経中並有秦言之字）諸失謬録並未








~[J言ー不言其三何也。 答。 門可貧賎同行。 所以言一。 不言其三。 車則尊卑日iJ載。
所以言三。 不言其 。ー」（Kor.1468p.35-l 7r, 1.7-10）とある。また、『法華問答』
に「（26/3-12）問。設車以誘諸子言不其開間以出諸子言一不言三何也 答。問可









(64） 『妙法蓮華経制』 巻第五に 「経日。 或官邸篤火所焼者。 第~画火災。 堂主
魁。 蛙壬到。 重論盤。 註監。 童図宣坦~。 担。 篤火盤。」





くは、道宣 （CE.596守667）撰 『績高僧侍』巻第三 （T.50no.2060 p.440ab）参照。
(65）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。父!i¥ft憐懸至了無出心者。第七子不承訓。父
雌憐懲者。心悲欲抜之。善言誘聡者。口悲欲引之。楽著嬉戯者。由愛多。不肯信




了三苦篤患。 東西笹苦集。 南北響滅道。 枇婆沙云。 東方銭苦諦最初放。 西方~集
諦！M苦故。 北方篤滅諦最上放。 南方~道諦揺旧民言放。 子治苦集。 ~n是走！銭東西。










(T.27 no.1545 p.400c, ll.20-26）とある。また、 『法華問答』に 「（22/3-8）問。云
何名潟東西走戯視父而巳 答。東方篤苦諦。西方矯集諦。北方篤滅諦。南方篤道
諦。子議苦即是走戯東西。父諮滅道即是往還南北。東能随逐。但可顧際而巳。雌











願時賜奥」【T.9p.12脚註＠】 「羊車 Ajaratha.」【T.9p.12脚註⑪】 「鹿車
Mi;ga ratha.」【T.9p.12脚註⑪】 「牛車 Goratha.」（T.9no.262 p.12c, 11.4-17) 
とある。
(68）『妙法蓮華経繍述』 巻第五に 「此~ll慮其笛禍。 夫会既被焼而綾子不出。 父心顧態
則同陥火災。 此~p衆生病。 放菩薩亦病。 故日。 我及諸子。 若不時出。 必局所焚也。」




(70）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「経目。 父知諸子至情必楽著者。 此~p察其宿好。 ~fl






















菩薩出宅~~登初地以至此地断退因故。 放下頒云。 具足三明。 及六科I通。 有」
(Kor.1468 p.40-19v, l.6-15）とある。引用文中、 「綬説」は典拠不明。ただし、
吉蔵撰 『金剛般若経義疏』 巻第三に 「鈴経云得須陀。 名~溝巷断結。」（T.33












乗。l放言果満位也。」（SZ.34no.638 p.681c, 1.16 -p.682a, 1.7）とあり、下線部が
『妙法蓮華経績述』巻第五 （Kor.1468p.40-19v, l.9 11）に該当するため、これ以
降は現存本 『績述』の欠損箇所に相当する と考えられる。また、 『法華問答』に
「（23/3-9）問。云何名皆凹衡道中露地而坐 答。四街道中。謂四諦心見中準地有
障可言夜無撃陣量産故言路。所作巳緋故言而坐」（T.85no.2752 p.200b, l.9 12）と
ほぼ一致する文例が見られる。








諸蕨悉皆充溢。 而作是念。 我財物~！！＼極。 不態以下劣小車輿諸子等。 今此幼童皆是
吾子。愛無偏主主。我有如是七fl'大車。其数無量。 謄嘗等心各各輿之。不宜差別。
所以者何。以我此物周給ー図。猶向不底。｛可況諸子。是時諸子。各乗大車得未曾
有。非本所望。」【T.9p.12脚註＠】 「奇＝碕⑧」 【T.9p.12胸l註＠】 「絞＝交＠③
( 74) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述』考（2)（金）
⑮」 【T.9p.12脚註＠】 「続縦＝続鋒⑧②，＝腕鐙⑩，＝誕縫⑪」（T.9no.262 
p.l2c. 1.18 -p.13a. /.1）とある。
(75）龍樹菩薩造鳩摩緩什訳（CE.405）『大智度論』巻第二に 「仰一切智潟大車 八正
重丘ム室生」（T.25no:l509 p.72a, 1.14）とある。また、『法華問答』には 「（32/3
18）問。云何名等一大車復駕以白牛 答。以一切智潟大車。潟以白牛者。以大悲
局白牛。車以連載篤義。悲抜背負能＠非智運抜衆生如牛引物故。混繋云。是故干jlf









【T.37p.309脚註＠】 「無＋（隔）ィ⑫」 【T.37p.309脚註＠】 「林＋（樹是）ヵ⑫」












臥阿羅漢眠也。」 （Kor.1468p.41 2lr. l.7 10）とある。引用文中、 「絞訟」は典拠
不明。また、 『法華経玄賛要集』巻第二十四に 「経言安置丹枕者。敷延置枕。是











論日。 如衆生根制。 極解脱長道。 於十方界説。 能書l~功用心。」（Kor.1468 p.41-2lr, 
L.10 p.42 21 v' l.5）とある。引用文中、 「E霊祭綴云」の典拠は後掲の註参照。ま
た、引用文中、 「磁大衆言命日」とは、世親菩薩釈民諦（CE.499-569）訳『編大乗
論稗』巻第一（T.31no.1595 p.153c, ll.11-12）に対応する。また、 『法華綬玄賛要
集」巻第二十四に 「言白牛鶴等者。車須得牛号｜。後得智事須得根本智引也。紀国
以本悲篤牛力。用善根篤牛。牛白骨豊故。嘉祥以大慧篤牛。」 （SZ.34no.638 p.687c, 
ll.4-6） と類似する文例が、同巻に 「言保有｛~；j朱儒者。 短人也。 無荘好等義也。 紀
図云。牛則高下l底量観。人者謂之妹好也。」 （SZ.34no.638 p.688b, l.12 13）・「言
五有大筋力者。紀図云。牛則大車而現力。悲則荷重鎗而皇功。」 （SZ.34no.638 
p.688b, l.16 17）とほぼ一致する文例が見られる。
(80）『大般浬繋経（北本）』 巻第三 卜八に 「例随世間如敏子 是故得名大悲牛」（T.12







菩薩於諸見而不動。」 （T.14no.475 p.544c, l.6・10）に対応する。
(82）『妙法蓮華経』「瞥H食品」に 「例告舎利弗。善哉善哉。如汝所言。合利弗。如来亦







大苦不以望号患。」 【T.9p.13脚註＠】 「困＝背⑮」 【T.9p.13脚註＠】 「怨＝菟③⑫」
CT 9 no.262 p.13a, l.10-26）とある。
(83）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「経日。而生三界至三菩援者。此第二合揺さ慮也。感





















p.381脚註⑪】 「困＋（苦）②⑧」 【T.32p.382脚註＠】 「支＝肢②⑧’」（T.32









相。」 【T.32p.382脚註＠】 「繋＝禁色＠」【T.32p.382脚註＠】 「賂＝賂③」 【T.32














後受。故目。以五欲財利受種種苦。」 （Kor.1468p.51 26r, l.8 p.52 26v, 1.5）と
ある。本箇所は、『凶諦論』巻第二の 「云何死苦者。答怖畏苦故。是人臨終気死
金剛之所破壊。!JI¥往他方。非所究悉。l降離親友。我之愛熱所護身屋崩破壊時。7i<
離所作生重怖畏。放説死音。」 （T.32no.1647 p.384a, 11.9-12）からの引用である。
(89）『大智度論』巻第六十二に 「憂愁是心。苦＠悩是身苦。」【T.25no.1509 p.502脚註




昔。由非法求利。i故墜三塗受生報音。」 （Kor.1468p.52-26v, 1.5-9）とある。(91) 『妙法蓮華経制』て函F「虫色二。 当去最。 坦盤。 薩婆多部査~。
二盟。亦主主主。主主盟。函獄主回。函姐位。雨縁E限令活一等。並
鐙車。 巨幽。 先以糊後以斧析。 ヨ丞金。 盟主権。 血」~恒雄監。
盟名呼呼。亦型盟。塾主主魁呼亜主。国名大l呼。亦盆盟。四山火起欲逃






















③」 （T.25no.1506 p.27b, 11.24-25）、「問云何寒地獄。答寒地獄者。了叫l換。不了
叫l換。 不叫喚。 是三相観相寒地獄。 ・・・・ （中略）ー・・・是一切＠十寒地獄。 ~在四
洲問。著餓聞大銭園山底。仰向居止在問中。寒風壊身飽。大火所然。」 【T.25p.27 
脚註＠】 「イー＝大＠③③，＝天⑫」（T.25no.1506 p.27a, 1.18 p.27b, 1.19）、「問
云何返地獄。答主聖地獄者。所在慮水間山間及畷野。濁一受悪業報。」（T.25no.1506 




















議報命有延促。J【T.53p.326脚註＠】 「緋＝併②⑧」 【T.53p.326脚註＠】 「磁＝
鑑⑧③，＝極②’」【T.53p.326胸註＠】 「大＝山③③」 【T.53p.326脚註＠】 「爆＝
博②」【T.53p.326脚註＠】 「邦＝鐙＠③」【T.53p.326脚註＠】 「投＝授③」【T
53 p.326脚註＠】 「（下）＋重②」【T.53p.326脚註＠】 「盛ニ累＠＠」【T.53p.326 
脚註＠】 「［唯］ 己②」 【T.53p.326脚註⑪】 「烈＝裂＠⑫」 【T.53p.326胸註⑪】
( 79) 
紀国寺慧浄の 「法華経綴述』考（2)（金）
「（針）＋日②」 【T.53p.326脚註＠】 「後＝従③」 【T.53p.326脚註＠】 「凶＝三②
③J (T.53 no.2122 p.326a, 1.2・p.326b,I. 7）とほぼ一致する文例が見られる。両
者にほぼ一致する同文例が見られることから、道世は 『三法度論』を直接ではな
く、先行する慧却の 『綴述」より引用したものと考えられる。





壁 萱。三埋且。阻大規自決酬。此三少得不触。圃 姐 。組 二者。
二圃盤。里宣笠想車整。三重宝星。恒得街衡所遺食。卓 越 。口口口夜文
二縫利三枇会関。此三境界如天。E嗣妙食由無量餓鬼所遠食化鋳膿受是苦報。些
三盟 。嗣到。若人非法求利多於謹呈。謹萱。」 （Ko 68 p.54一27 2一
13）とある。本筒所は、『三法度論』巻下の 「問巳設地獄。云何畜生。答畜生者。
｜盗水笠行。一切無足二足多足。陸行水行空行。此三是畜生。陸行者。象馬牛羊雛
l謀略舵~首。 水行者。 魚摩喝失牧摩頼箆首。 空行者。 鳥及蚊納銭首。一切無足二















「受苦＝云何名＠③」 【T.25p.28脚註＠】 「咽＝I困③」 【T.25p.28脚註＠】 「金｜＋
（毛）②③」 【T.25p.28脚註＠】 「疲＝痩＠＠下問」【T.25p.28脚註＠】 「眼＝値⑧」










疑事iJ毘舎閣等。」 【T.39p.509脚註＠】 「綴於二以⑩・」 【T.39p.509脚註＠】 「楚痛＝
痛楚⑨」 【T.39p.509脚註＠】 「方＋（能）⑪」 【T.39p.509脚註⑪】 「［而］ ⑪・」




















若食著生愛則篤所焼。 汝速出三界。 首得三乗主主聞畔支例仰乗。 我今~汝保任此事。
終不虚也。汝等但2言動修精進。」 【T.9p.13脚註＠】 「勿＝人②」（T.9no.262 
p.13b, l.10-14）とある。
(100） 『妙法蓮華経劇団第五に 「此~p初章自有三意。一以時怖之。二以唱怖之。





塗互監査。盤 。盟時控室些主面陛盤。盟主章。」（Kor.1468p.58-29v, l. 







no.1509 p.181a, 1.13 23）とある。
(102）『妙法蓮華経』「醤日食品」に 「如来以是方便誘進衆生。復作是言。汝等首長fl。此
三乗法皆是聖所総歎。自在無繋無所依求。乗是三乗。以無漏根力1't道制定解脱三






































合成。 然下種自有二意。一盟主~p盟。二求弘済圃四恩。 四時。 即一切智。
併智。自然智。無姉智。一切智是口理智。例智是主日量智。無師智mi前二智不億数。
自然智口前二智住運起由行。四修滅。凹障設。四断異。四人成。四口口修者。－
1!1€間修。二恭敬修。 三無徐修。 四長時修。 四障園。日解脱降。二定障。 三一切智


















「隙＝頚⑩’」 【T.9p.13脚註⑪】 「擬＝陥＠⑮＠，＝墜⑩」 【T.9p.13脚註＠】 「紋＝
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毒蛇媛歎蚊蜂百足合議之虫。」（Kor.1468p.65 33r, 1.11 p.66 33v, 1.6）とある。
引用文中、 「智度［論］」 の二箇所の典拠は後掲の註参照。
(110）『大智度論』巻第十六に 「無1鬼無断＠怒餐因縁故。受烏鵠鶏鷲諸烏之形。」【T.25
p.175脚註＠】 「饗＝者⑤」（T.25no.1509 p.175a, l.25 26）とある。
(111）『大智度論』巻第十六に 「眠悉偏多。受毒蛇腹＠掲蚊焼百足含毒之虫。」【T.25
p.175脚註⑪】 「燭＝鰍③⑮J(T.25 no.1509 p.l75a, 1.19）とある。
(112）以下欠。
013）『綴高僧侍』巻第三の 「唐京師紀園寺沙門稗慧序侍三」 に 「貞観二年新経既至。
；降事侍評。下勅所司捜選名徳。序嘗斯集。筆受大荘厳論。詞旨深妙曲議党言。宗
本既成。対繍文疏箆三十容。義冠古今。英主主＠藷甚。」 【T.50p.442脚註＠】 「籍ニ
籍⑪」 （T.31no.1604 p.442c, l.25 29）とある。
014）前稿の註 (13) (17）参照。このほかに、『大乗荘厳経論』巻第八に 「稼日。四
誠種差別有三。 諒下中上。自諸菩薩儲三乗人差別故。由此三種差別次第復有三益。
一倍無茶二倍有張。三純有議。 倍事~益者。 調解行地菩薩姉。 倍有益者。 謂入大地
菩薩錨。純有益者。謂八地巳上菩薩錨。由彼決定能令衆生成就故。」（T.31no.1604 
p.634a, l.5 10）と、また、『妙法蓮華経繍述」巻ーに 「彼岸者。調仰異質智。是
大賢所。放名彼岸。化無不成。放名良質。荘厳論説。地前菩薩化倍無益。初七地
菩薩化倍有益。八地巳去化純有益。如彼論績述中解。此諸菩薩到例彼岸。故究克
浮。」（Kor.206p.74 35r, l.2-5）と 「大乗荘厳経論』からの引証が見られる。ま
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た、 『績述』の引用文中、 「彼論繍述中解」とあることから、『績述」は 『大荘厳
論文疏』三十巻以降の撰述であることが判る。
(115）『総高僧体』巻第三の 「唐京師紀園寺沙門線慧浮侍三」 に 「皇儲久餐徳素。乃以
貞観十三年集諸・官臣及三教撃士於弘文殿。延伊開悶法華。道士茶晃講＠論好濁秀。
＠玄宗下令遊興抗論。 晃~p整容問日。 経稲序品第一。 未審序第何分。 浄日。 如来
入定徴瑞放光現奇動地雨花。 仮遠開近。 ~破三之洪基。 作明一之由漸。 故矯序也。
第者篤居。 一者翁始。 序最居先。 放稀第一。 晃目。 第者弟也。 ~＠）第則不得裕一。
言一則不得総第。雨字＠牟盾何以合通。浄日。向不云乎第者主主居。一者矯始。先
生自t不領前宗。而謬陳後難0 ・使是自難。何成難人。晃日。言不領者請篤重得。」
【T.50p.444脚註＠】 「官＝宮②＠」 【T.50p.444脚註＠】 「（道）＋論e，論＋（道）
⑧」 【T.50p.444脚註＠】 「玄ニ高＠」 【T.50p.444胸註＠】 「第＝弟。」 【T.50
p.444脚註＠】 「牟＝矛＠⑧」 【T.50p.444脚註＠】 「便＝使③⑫」 （T.50no.2060 










(119）『績高僧侍』巻第三の 「唐京師紀閣寺沙門緯慧浮侍三」 に 「武徳初歳。時第三府
官＠寮上下成集延興。 京城大徳競l陳言論。 有j青繭法師。 立破空義。 整色奮~腐逸
笛H寺。相府記室王敬業。政上日。登座法師義鋒難針。非紀園慧i'¥無以挫其鋭者。





(121）『問答』の以下の20問答 「（5/2-1)(9/2-5〕(15/3-1)(16/3-2) (17 /3-3) (18/3-4) 
(20/3-6) (21/3-7) (22/3-8) (23/3・9)(26/3-12) (31/3-17) (41/6-3) (49) (51) 
(53) (56) (66) (68) (88〕」 は 『論義』にほぼ一致する。「論義』に抄出されな
い 『績述』は調査の対象外としたため、実数は増える可能性が高い。











註＠】 「⑫大英博物館蔵倣燥本， S.2050，首題新加」（T.85no.2738 p.130c, 1.26 -









(129） 作者未詳円法華経玄賛稗』 に 「浮法師解信云。 心決定篤信健。 口決定~信相者。







(130) (1）中算撰 （CE.X）『妙法蓮華経線文』巻上に 「序品－－経 一－ （慈浄云。一径
也。）」（T.56no.2189 p.l44c, 1.6）と、また、 『妙法蓮華経績述』巻二に 「経者。
俊也。」 （Kor.206p.126 20r, 1.13-14）と、（2）『妙法蓮華経緯文』巻上に「序品…一
偽…… （若依恵浮不是。党語一者喝也君主也。四句困足。義勢周量産故。）」（T.56
no.2189 p.148b, l.l）と、また、 『妙法蓮華経繍述』巻二に 「今調偽是漢語。偶者
喝也。掲者五億也。四句図足。義勢周量産。政名篤偽。」（Kor.206p.123-18v, 1.4 5) 
と、（3）『妙法蓮華経緯文』巻上に 「序品…ー聖主 （惑浮云。 f弗於三型最大。故橋





「磐日食品 ・ー自欺－－－ （恵浮云。責己之詞也。）」（T.56no.2189 p.l55a, ll.3-4）と、
『妙法蓮華経績述』巻五に 「自欺者。是責己之続。自作自情是自欺也。」（Kor.1468
p.l4-6v, l.8-9）と、 （5）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「蝿累品 （正法華。添品法華。
論。法華儀軌。立立慧滞。霊範。慈恩。玄範。道策。僚興。利貞。慧沼。皆以
此品安普賢品後。吉蔵天台安神力品後駕）」（T.56no.2189 p.168c, ll.13-14）と、
(6）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「妙音菩薩品－－－鉢ー ・・ （慧浄云。党云 。唐云器
也。）」（T.56no.2189 p.169b, l.17）と、（7）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「妙音菩薩
品・・…検－－－－ （慧将云。拘束篤 ）ー」（T.56no.2189 p.l69c, l.12-13）と、 （8）『妙
法蓮華経緯文」巻下に 「陀羅尼品－一毘陀羅…… （慧樗云。黒色鬼也）」（T.56
no.2189 p.l 7lb, 1.9）とある。





大竹 普校註 ［2011］『法華経論 ・無量寿経論他』［新国訳大蔵経インド撰述部 【釈経
論部】⑬ 1ー8]（大歳出版、東京）

































































I 340d 1 350b I 403d l-458c I 685b 
欠 →久 乗→乗 舌L→筒L q:・牙 →互 但 →但
l-690b I 710c l-740c 1 813c I 846c 
任 →住 仏 →仰 来 →来 倶→倶 倫 →倫
l-1065d 2 130b 2 27la 2-352d 2 462c 
両 →雨 実→冥 魁 →魁 創 →愈Ij 市・遁 →匝
2-639c 2 953a 2 1097b 2 l 190b 3 93cl 
即 →~p 冗 →l児 日命 →日食 嘱 →蝿 園→！I'l
3 250c 3-274cl 3-57lc 3 985c 3-l l 14b 
増 →増 壊 →壊 苛→奇 宜 →宜 資→費
4-18b 4-lOOa 4 l 73a 4 48la 4 529a 
将 →終 尚 →向 属 →風 市~→憾 幻j →幼
4-809d 4 880c 4 92lc 4-1051 b 4 1089a 
役 →役 促・従 →従 徳 →徳 悦 →悦 恵 →窓
4-1093b 4 !!Ola 4 180d 4 1217c 5 39b 
耳·~荘、 一＋ TI，也E、 惚 →悩 怜 →憐 懐 →懐 戦 →戦
5-44b 5 208a 5 343b 5 408b 5 423a 
戯 →戯 梓 →拷 揺→格 撃 →撃挙・拳・翠 →穆
5 447a 5-502b 5-648d 5 676a 5 712b 
機 →錨 教 →数 断 →断 f守→於 既 →既
5-763d 5 937c 6 26a 6-68c ι226b 
朋 →明 暁 →暁 卒→本 凡・凡 →:tJL 杉L→枕
6 47la 6 484b 6-506d 6 605b 6-652a 
梢 →楯 栄・築 →祭 楽 →楽 権 →将＇／j 歓→歎
6-710c 6-752a 6-963cl 6 984d 7-55a 
歳 →歳 残 →残 況 →沈 没 →漫 清→清
7-83b 7 159d 7-349b 7 377d 7 426a 
浅 →浅 温 →視 潅 →i襲 ＇）（→災 元 →無
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7 470c 7 523rl 7 57la 7 585d 7 592b 
実 →煮 焼 →焼 為 →局 ~・匁 →爾 橋 →絡
7 902d 7 104 ld 7-1092b 7 1145b 7 l218a 
跡、 →珍 産→産 間→留 統 →疏 発 →愛
8-93c 8 12ld 8 l97a 8 250a 8 372b 
安→皮 盗→盗 主： →員 腿 →随 砕 →醇
8 428c 8 498a 8 623a 8-635d 8 775b 
秘 →『必 神 →蹄 署員 →鯨 穏→穏 筋・筋 →筋
8 780c 8 792d 8 799b 8→1056d 8 107lc 
答→答 前 →節 生存・5年 →算 続→統 経→経
8-1123b 8-116lb 8-1188a 8 ll9lc 8-1216b 
縁 →縁惚・惣・総 →総！ 縄 →縄 繋→繋 績 →績
9 234a 9-246b 9 324b 9 388b 9 44ld 
聴 →聴 dノz、 F、i如AJ 脱→脱 臣卜 →臥 与→輿
9-463d 9-739b 9 845c 9 978b 9 1063a 
舎→舎 万→蔦 差・継 →蓋 蔵→蔵 虚 →虚
9 1079d 10 la 10-188a 10 346a 10 484a 
号→競 虫 →虫 祇 →祇 観 →観 説 →説
10 614c 10 626b 10-785a 10 792c 10 84lc 
変 →聖堂 讃→讃 賎 →賎 頼→頼 経 →古室
10 925b 10～928a 10 1004b 10 1022d 10 1037d 
姶 →踊 践 →践 変→軟 経→軽 輩→輩
10 1087a 11 22d l l-l 70b 11 379a ll-558d 
古宇・辞 →僻 迩 →述 遅→遅 酔 →酔 録→録
1 612d 1 659c 11-733d 11 769d 11 814d 
鎮→鎖 鍛→鎖 開 →悶 関→閥 陥 →陀
11 910d 11 96lc 1 l-969d 12 85d 12 98a 
陥 →｜白 随 →随 隠→隠 霊→霊 青→青
12 l26c 12 140a 12-242a 12 295a 12-38ld 
静 →静 面→面 演→須 顛→顛 飲 →飲
12 584a 12 588c 12 1054d 12 1006d 
鉢・燈 →健 高 →高 鼓・鼓 →鼓 黒→黒
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